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香港 人は これまで 「金の 卵を 産む ガ チョウ」 という 本分を 守って きた。 北京が 自分たち を 「動物 農場」 に 放り込 
まずに、 放し飼い にして くれさえ いれば、 それで 満足だった。 しかし 北京は 自分たち が 橋を 渡る と 床板を 剥がし 
てし まうよう に 約束を 守らない 政権だった ので、 香港 人は 退路を 断たれて 抵抗す る しかな く なった。 そして 抵抗 
するとい うことは、 これ 以上 ガ チョウには 甘んじる のでは なく、 人間と して 正々 堂々 と 生きる ことを 意味した。 
北京と 香港の 衝突は 避けられない 情勢と なった。 

♦97 世代 と 香港 人 アイ デン テ ィ ティ 

2014 年の 雨维 運動は 要求の 点で いえば、 それまでの 30 年の 軌跡を 受け継ぎ、 普通選挙と 自治を 実現し ようとす 
る ものであった。 だが 方法論で いえば、 大衆 的な 自発性、 自主性、 対自 （自覚） 性と いう 特徴を もち、 最初から 
強烈な 市民 的 不服従を 実行した という 点で、 それまでの 30 年とは 根本的に 区別され る。 2019 年の 反 送 中 （容疑 
者を 中国に 送還す る 法案に 反対す る） 運動は、 雨维 運動の 大衆 的 自発性を さらに 強烈に 引き継いだ。 いまや 大衆 
が 歴史の 舞台に 登場した ので ある。 

無数の 人間が 無数の 時々 に、 香港 人の 歴史的 軌跡を 回顧し、 次の ような 結論を 導き出す ことは そう 難しい ことで 
はなかった —— 香港 人は 中国人 （華 人） では あるが、 1949 年 以降は、 大陸の 華 人と 極めて 異なる 歴史を 歩んで き 
た、 台湾の 華 人とは それなり に似てい なく もない が、 やはり 違いは ある、 と。 香港 人は （自由とは 何 かを 知って 
いるので） 自由への 侵害に 充分 警戒して おり、 自らの 尊厳は これまで （英 植民地 時代） も 承認され てこなかった 
が、 北京の 統治 下で それは 悪化す る だけで あると 感じて いる。 上の 世代は 運命には 逆らわなかった が、 2014 年以 
降は、 わたしが 「97 世代」 と 名付ける 世代 （97 年の 香港返還 前後に 生まれた 世代： 訳注） は、 運命 だからと いっ 
てあきら めない 世代だった。 過去 30 年の 民主化運動の 成果と 欠点から、 「香港 人 アイデンティティ」 と 民主化 追 
求を 導き出し、 それを 抵抗の 力と して、 多数の 香港 人を けん 引 して 北京 と 直接 対峙 した。 


♦反 送 中 運動の 成果 

雨. 運動は それまでの 社会運動に 比べても 広範な 大衆 的 基礎を 持った 運動だった が、 それでも 支持が 住民の 四 割 
を 超える ことは 困難だった。 だが 反 送 中 運動の 支持は 7 割に も 達した。 支持は 運動の 衰退と ともに 減少した が、 
戦後の 香港で 最大の 大衆 的 政治 運動であった ことに 疑いは ない。 

民主 意識の 普及 


1970 年代 以前は、 比較的 規模の 大きな 大衆 的 政治 行動は、 国民 党 あるいは 共産党が 発動した ものであった が、 増 
加しつつ あった 香港 人口の 多数の 支持を かちとる ことは 難しかった。 1970 年代には いって やっ と 本当に 土着の 
運動が 登場す る。 それらは 40 年代から 50 年代 生まれの 人々 がけん 引した 運動で、 のちに 香港 民主化運動の 第一 
世代の アクター となる。 しかし この 世代の 民主化運動の 大衆 的 基盤は やはり 脆弱であった。 香港 人口の 中核は ま 
だ 強い 難民/臣民 的 意識に 支配され おり、 社会的 あるいは 政治的な 要望は 高 くな ぐ それゆえに 政治に 対しても 
冷淡であった。 反 送 中 運動に よって、 人口の 多数が 自治と 民主の 要望を 行動で 表現す る メイン ストリーム になっ 
たので ある。 これは 政治 意識と 香港 人の 主体性の 飛躍であった。 

2019 年に 反 送 中 運動が 釀 成されつつ ある 段階で、 ネッ ト 上の 議論に おいて 雨维 運動が 敗北した 理由と して、 「和 
理非」 （平和 •理性 •非 暴力） 派と 「勇武」 （武 闘） 派の 衝突が あげられ ていた。 反 送 中 運動は この 敗北の 轍を 踏 
まない ように、 和 理非 派と 勇武 派は 分裂せ ず 協力し なければ ならない とされた。 この 議論は、 雨维 運動の 事実を 
描写 するとい う 点に ついては、 真実では ない。 なぜなら 当時、 二人の 黄と 一人の 陳 （黄毓 民、 黄洋 達、 陳 雲： 香 
港ナシ ョナ リスト 右派） が 社会運動 活動家、 学聯、 オキュ パイ 3 君子ら の オキュ パイ •セント ラル 運動の 代表的 
人格を 敗北主義 だと 激しく ののしり、 非難され た 側は 基本的に 反撃し なかった。 つまり 双方が 衝突した という 事 
実はなかった ので ある （和 理非が 勇武から 一方的に 非難され た： 訳注)。 雨维 運動の 敗北の 根本的 原因は、 そ も そ 
も 存在 もしない 「運動 内部の 衝突」 とは 無関係で ある。 だが、 この 「経験の 総括」 は 事実誤認は あるに しても、 
「協力して 北京に 対抗す る」 という 結論に おいては、 怪我の 功名と でもい える 結果に なった。 とはいえ、 この 正 
しい 結論し か 出す ことができ なった というの が 本当のと ころで ある。 民間人 権陣線 （民 陣、 和 理非 派の 代表的な 
運動 プラット フォーム： 訳注） は 2019年6月6日 に デモを 呼びかけ、 そこに 民意を 結集させる うえで 大きな 功 
績を 果たした。 （法案 採決が 予定され ていた） 6 月 12 日には 万に 上る 青年たち （勇武 派の 代表的 集団： 訳注） が 
立法 会を 包囲し、 衝突に 発展 した。 政府が 民衆の 怒り に 直面す る ことに なった という 意味で も 極めて 重要な 闘争 
であった。 泛 民主 派 （既成の 民主化運動で、 ほぼ 和 理非 派と 重なる） と 勇武 派は 非難し 合う こ ともなく、 その後 
の 運動の ピーク に 向けて 良好な 基礎を つ くる ことに なった。 別個に 進んで 共に 撃つ という、 戦術が 違っても 協力 
する こ とが 可能で ある ことを 証明した。 この 協力の 実現に よって 今回の 偉大な 運動が 誕生した ので ある。 


専制 的 権威主義への 挑戦 


小さな 都市で、 巨大な 民意を 背景に 激しく 抵抗し 最も 頑固な 政権に 譲歩を 迫って 意外に も 悪法を 撤回させる こ 
とがで きた。 これは 人民の 勝利で ある。 2020 年に 北京は 全面的な 反撃に でる ことに なった が、 この 一年の 抵抗 運 
動は いずれにせよ 人民の 意志を 成長 させ、 専制 体制の 権威に 大いに 挑戦した。 これは 香港と 中国と いう 二つの 地 
域の 民主化運動に とっての 一里塚で ある。 


香港 人は 闘争の なかで 香港 政府に 抵抗す る 勇気を 鍛えて いったが、 直接 北京 政権に 抵抗す る ことは あまり 考えて 
こなかった。 雨维 運動のと きは、 旺 角に 習 近 平の 像が 設置され た。 その 評価は 人に よって さまざま だが、 このよ 
うな 遊び 感覚 も、 一国 二 制度 下に おいて 対岸から 家事を 見る ような 態度を 多少と も 反映して いた。 2019 年、 人々 
の 感情は 大いに 変化した。 悪法 それ 自体 もそう だし、 運動の 展開に 伴う 政府の 対応に しても そうで あるが、 香港 
を 押しつ ぶそう とする 中国共産党の 陰謀は ますます あからさま になって いった。 中国共産党と 香港 自治は 両立し 
ない ことは ほとんど 疑いない。 こうして、 専制の 暴 龍に 直接 対峙し なければ ならない ことを 人々 は 悟った ので あ 
る。 真実は 残酷で ある。 成熟した 人間で あれば、 北京と 香港の 力は 完全な 非対称に ある ことを 知っている。 だが 
自ら 幻想を 打ち破る こと もまた 良い ことで ある。 過去 数十 年の あいだ、 香港 人は 「井戸水と 川の 水は 交わり 合わ 
ない」 （井戸 = 香港、 川 = 中国で、 相互に 不干渉） という 幻想の なかで 生き 続けて きた ことで、 意志が 麻痺し、 そ 


れが 今日に 至る 状況を 作って きた。 だが どれ だけ 甘い 春の 夢 も 覚めない 夢は ない。 抵抗を 通じて 覚醒す る こ とは、 
感覚が 麻痺した ままで 生き 続ける よりも ずっとい い。 

表面的には、 逃亡 犯 送還 条例 反対運動の 五つの 要求のう ち 実現した のは （法案 撤回の） 一つ だけで、 他の 要求 （612 
暴動 規定の 撤回、 逮捕者の 不起訴、 警察 暴力の 独立 調査 委員会、 普通選挙） について は、 せいぜい 部分的な 実現 
にす ぎず、 （全く 要求が 実現し なかった） 雨维 運動よりも 少し マシな だけで ある。 しかし 物事の 成否 だけで 判断す 
るのは、 凡人の 考えで ある。 暴 龍と いう 悪魔に 直面した 民主化 闘争の 長期 化は 必然で あり、 一つの 戦役 だけで 結 
果を 図る ことは できない。 重要な のは、 それぞれの 戦役の 経験から 教訓を くみ 取る ことに ある （筆者は これまで 
も 社会 闘争を、 たとえば 理工 大学 攻防戦の ような 個別の 「戦闘」、 条例 撤回 運動の ような 一つの テーマを 巡る 「戦 
役」、 そして 民主化運動の ような 大きな 目標と しての 「戦争」 の 三つに 区分して 分析して いる： 訳注)。 

歴史の 舞台に 踏み出 した 大衆 


過去 30 年の 民主化運動の 中心は 選挙運動 であり、 社会的 闘争の 割合は 少なかった。 選挙には 独自の 役割が ある 
が、 硬直した 専制に 対応す るた めに 一番 重要な 戦線は 議会 や 選挙では なく、 社会 闘争で あり、 実際の 抵抗の なか 
で 人民の 政治 能力と 意志を 鍛える ことで ある。 選挙 政治は 抵抗 政治に 従属すべき であり、 逆であって はならない。 
だが 中共の 本質を はっきりと 認識で きない 香港の 反対運動は ずっとそう して こなかった。 「一票 入れて くれたら、 
あなたの お役に立ち ますよ」 といった 代行 精神は、 多少な りと も 市民 意識の 向上には 役立つ が、 市民が 政治家に 
依存す る 習慣を 強める ことに もな り、 民衆が 自 らの 政治 能力を 鍛える ことには 不利に なり、 日和見主義へ 陥る 議 
員を つくる こ とに もなる。 これが 香港返還 以降、 泛 民主 派の 議員が 指導す る 大きな 抵抗 闘争がなかった ことの 理 
由で も ある。 議員ら は せいぜいの ところ サポートの 役割を 果たした だけであった。 

2003 年 以降、 政府の 方針を 撤回させる 事件が 何度か 発生した が、 その 多くが 市民 大衆の 自発的な 行動の 結果で あ 
り、 それは 2019 年に ピークに 達した。 多少な りと も 歴史を 変えた 大事 件は、 すべて 大衆が みずから 歴史の 舞台 
に 踏み出した 結果であった。 エスタ プリ ッ シュメン トは 大衆を 見下して はいたが。 結局のと ころ 民主主義は 制度 
ではなく、 なにより もまず 一種の 動的な 生命、 つまり は 幾千 幾 万 もの 市民が、 それぞれの 方法で 同じ 目的に 向か 
ってと もに 幸福を 促進させる ことで ある。 レベルの 高い 歴史の テス トに 合格して きた 長い 歴史を 持つ 市民で あれ 
ば、 民主は 一時的に 失われても 必ず その 手に 取り戻す ことができる。 そのような 民衆が 不在なら、 どれ だけ 支配 
者が 上から 民主を 与えた としても、 それを 維持す る ことは 難しい。 反 送 中 運動の 成果は、 幾千 幾 万の 中低 層の 市 
民が 自らの 政治 能力と 意志を 模索し、 鍛錬した ことに ある。 街頭で、 コミュニティで、 暴力 警察に 抵抗し、 仲間 
を 支援す ると 同時に、 度胸を 鍛え、 思考す る ことを 学んだ。 これは 無形の 至宝で ある。 

♦反 送 中 運動の 限界 

今回の 運動には 具体的な 指導者は いなかった が、 指導 的 大衆は 存在した。 9 7 世代で ある。 この 世代が 運動を ピ 
ークに 導き、 方向 性、 戦術を 与えて きた。 だが 九 七 世代には 十分な 理論 や 事前の 計画は なく、 中国の 8  9 年 民主 
化 運動と 同じように、 感覚に 依拠して 進展した。 8  9 年 民主化運動の 学生たち の 直覚 （直覚的に わかる こと） は、 
絶対 平和主義 であり、 労働運動との 結合は 断固 拒否し、 党に 対する 死諌 （死を 以て 君主を 諫める） にと どまった。 
それとは 逆に、 30 年後の 反 送 中 運動では 「勇武」 （武 闘） 的な 抵抗を 行い、 三罷 （ゼネスト。 労働者、 商店主、 
学生の 三つの セクタ ーの ストライキ： 訳注） を 鼓舞した ことを 特徴と し、 さらには 「時代 革命」 を 呼びかけ ると 
いう、 以前とは まったく 違った ものに なった ので ある。 


革命の 序曲は 鳴った が、 革命は 遅々 として 進まず 


学生の 前衛は 2019 年 6 月から 度重なる 宣伝と 行動を 開始し、 8 月 5 日には はじめて 大きな ストライキを 打つ こ 
とに 成功した。 このと きの 高揚が 市民の シンパシーを 「勇武」 闘争への 参加に 促す ことに なって いれば、 おそら 
く 革命的 情勢に 入っ ていた 可能性が あった。 しかしそう はな ら なかった。 北京が 圧力 を かけ キャセイ 航空での 解 
雇 （キャセイの トップが 入れ替わり、 関連 部門の 労働組合 委員長が 解雇され た： 訳注） が 行われる と、 抵抗運動 
は 次の 戦術を 提起で きず、 ゼネストの 呼びかけは 孤立した。 それ 以降 も 運動は 続いた が、 それ以上の 高潮を 作り 
出す ことは できなかった。 前衛 青年ら は それに 甘んじず、 中 文 大学と 理工 大学での 二つの 戦役 （11 月 中旬） を 作 
り 出 した。 抵抗 形態の 点から いえば 別の 高潮を 作り だした といえるが、 参加 した 大衆の 規模で 言えば それほど 多 
数 だとは 言えなかった。 一般的な 黄色 派 大衆 （反政府 派は 黄色、 政府 派は 藍色の カラーで 分類され る： 訳注） は 
違法 （無 許可） デモへの 参加に ついては 覚悟が あり 勇武 派を 支持 もして いるが、 武装して 警察と 対峙す る ほどの 
覚悟までは なかった ことが、 この 事実に よって 証明され ている。 も し 実力 的 抵抗を さらに ヒー ト アップ させて い 
たら 孤軍奮闘の 危険性に 陥った 可能性が あった だろう。 二つの 大学での 戦役に 続く 抵抗運動は 見られなかった。 
区議 会 選挙 （11 月 25 日） 以降は、 運動は 低潮へ と 向かった といえるだろう。 非合法の 武装 闘争を 行った 活動家 
もいた が、 それは 運動の 高揚と いうよりは、 低潮を 象徴して いた。 人々 が 武器を 取って 革命に 向かう 覚悟がない 
のなら、 われら 少数が 「天に 替わって 道を 行う！」 （水滸伝の 梁山泊の 掲げた スローガン： 訳注） というわけだ。 
だが 老練な 国家の 暴力 装置は、 ほとんど 武装ら しい 武装 もな く 経験ら しい 経験 もない 「勇武」 派を 易々 と 粉砕す 
る ことができた。 

時代 革命は 結局 到来し なかった。 せいぜいの ところ その 序曲が 奏でられた だけで ある。 もちろん それは 成果で あ 
る。 だが 将来の 勝利に むけて、 さらに 多くの 準備が 必要で ある ことには 変わりない。 前衛 青年ら による 過去 30 年 
の 民主化運動の 総括は、 「和 理非」 では 全然 ダメ で、 行動を レベルアップ させ、 直接 警察と 武力で 対峙して 、「時 
代 革命」 の 高みにまで 引き上げ ていく、 という 単純な ものであった。 だが このように 荒っぽい 「革命的 直覚」 だ 
けに 依拠して いては、 まずな によりも 大多数の 人々 を 諸君ら の 「革命」 に 参加させる ことは できないだろう。 せ 
いせい 良くても 同情が よせられる くらいだろう。 革命 政治 だけでなく、 一般的な 民主 派 政治に おいても、 優れた 
直覚が 必要で ある ことは 確かで ある。 だが それは 必要条件であって、 十分条件には まったく 達して いない。 政治 
能力は 勤勉なる 学習と 鍛錬に よって はじめても たらされる。 まして 革命 政治に ついては なおのこと である。 


革命の 肝は 依然と して 政治 闘争に あり 


前衛 青年たち は その 直覚に よって、 中共と いう 専制 支配者には 改良の 余地が なく、 それゆえに 革命 しかない とい 
うこと を 知っていた。 その 直覚は 正しい。 数百 年来の 世界の 民主主義 革命の 経験に も 合致す る。 翻って 東西の 学 
識に 精通して いる 泛 民主 派は、 自らが 信奉す る 自由主義の 経験と 実践を 忘れて しまい、 ジョン •ロックの 革命 学 
説と トーマス •ジェファーソンの 革命的 生涯を 忘れて しまった。 李柱銘 （マーティン •リー、 泛 民主 派の 代表的 
人格の 弁護士で 民主党の 創設 メ ン バー） は 革命に 反対す る。 もし 失敗したら 多くの 死者が 出る からだと いうの が 
その 理由で ある。 だが ロックと ジェファーソン はこう 言って いる。 支配者に よ る 一時的な 失政を 人民は 耐え忍ぶ 
ことは できる、 だが もし 人民が 死を も 恐れず 革命に まい 進す るの なら、 それは 支配者 集団が 悪事の 限りを 尽くし 
たこと によって 罰を 受ける ので あり、 そのと きには 人民は 「時日 曷 喪， 吾 與汝皆 亡」 （= この 日は いつか 滅びん、 
吾と 汝 ともに 亡びん と。 太陽は いつ 亡びる のだろう か、 その 時には この 暴君と ともに 亡びよう） という 声を 発す 
るだろう と。 それは 自覚 的な 選択で あり、 われわれは 歓迎す る だけで 反対す る 必要は 全くない。 


だが まさにそう であるが ゆえに、 反 送 中 運動は、 それほどの 憤りと 決意に までに 達する ことはなかった。 前衛 青 
年たち でさえ もそう であった。 もし 今後、 革命的 情勢が やってきた としても、 今日の 急進派 青年ら の 思想 的 準備 
から いえば、 それが 成功す るか どうかは 心許ないで あろう。 なぜなら 直覚は 系統 化された 知識では なぐ 重大な 
決定を する ために それに 依拠す る こ とはで きない からだ。 

日常生活では ナイフ や ハサ ミを つかう 際に も 気を付ける だろう。 まして や 革命を あつかう となれば なおさら のこ 
とだ。 もし 直覚 だけに 依拠して 革命を やろうと すれば、 犠牲と なる 確率は 極めて 高い といえる。 

前衛 青年ら は、 革命とは 武力で 政府を 打倒す る こと だと 考えて いる。 こう して 革命が 純粋な 軍事 闘争に 転化して 
しまう。 中国の 伝統で ある 易 姓 革命に ますます 似通って しまう。 「皇帝は 順番で やれば いい。 今年は ウチ だ」 とい 
うわけ である。 だが これは 野心家の いう 革命であって、 現代の 民衆が 求める 民主主義 革命とは いえない。 民主 主 
義 革命は、 インスタント 麵 のように すぐに 出来上がる 代物では なく、 ひとつの 歴史的 時期に わたる ものである。 
大部分の 時間は 軍事 闘争では なく 政治 闘争に 費やされる。 は じめ は 人民の 大多数の 道義 的な 支持を かちと ら なけ 
れ ばなら ない。 そのために 日常 的に 専制 体制の 不当 性を 暴露す る と 同時に、 人々 の 長期的 闘争の 思想 的 基礎を う 
ちかた め、 道義 （モラル） 的な 勢力を 構築し なければ ならない。 あわせて、 さまざまな 大衆 的な 改良 的 闘争を う 
なが し 自ら を 鍛え上げなければ ならない。 

野心家ら も 多数の 支持を 得なければ ならない ことは 知っている。 だが 民主 派の 政治 闘争が 野心家と 異なる のは、 
事実と 原則の 歪曲 や 単なる 感情的 扇動では なく、 真実と 科学を 求め、 道理と 真実で 民衆の 抵抗を 鼓舞す る という 
ことに ある。 かりに 誤った 民意に 一時的に 抗 する ことに なった としても 真実を 堅持す る、 これ こそ 民主 派の 原則 
でなければ ならない。 真の 民主 派は 道義 （モラル） の 二 文字し か 残らない 素寒貧 だが、 この 二 文字 こそが 民主 派 
の 最も 重要な 武器な ので ある。 


理性は クソ にあらず 


ポピュ リズムに 関する 書籍の 序文で 「情感 政治」 を 主張し 政治には 理性が 必要 だとい う 主張を 非難し、 「理性な 
ど クソの 役に も 立たない！」 と 叫ぶ 文筆家 もい る。 この 文筆家の 義憤は、 おそらく 数十 年来の 「和 理非」 派に 対 
する 反発から くる もの かもしれ ない。 わたしは ずっと、 89 年 民主化運動 以来の 「和 理非」 はまった く 混乱した 考 
えだと 思って いる。 それは 非 暴力の 必要性を 極端な までに 誇張し 一切の 武力が 非理 性的な もの だと 主張す る。 
だが 多くの 状況に おける 武力、 たとえば 自衛の ための 武装は 理性的で あり、 また 理性的でなくて はならない。 だ 
が 先に 紹介した 文筆家は、 「和 理非」 とは 逆の 極端に 走って おり、 理性を 完全に 否定して しまった。 わたしは 民主 
政治 あるいは 民主 革命には 理性 も 情感 も 必要 だと 考えて いる。 どのような 大衆運動の 高潮 も、 「義憤が 胸中に あ 
ふれる」 という 情感の 高揚の もとで はじめて 生じる ものである。 革命は さらにそう だとい える だろう。 だから こ 
そ 革命 情勢を 把握す る ことが 難しい ので ある。 完全に ゼロ と 一 だけで 演算す る A  I に 革命は できない。 なぜなら 
かれらは 人間の ように 突如 警告 もな く 臣民から 革命的 人間に 変わる ような 芸当は できない からだ。 逆に 言えば、 
義憤が 理性 という チェック アンド バランスを 欠く と、 容易に 単純な 破壊的 力に な ってし まう。 民主政治に とって、 
理性と 義憤は ともに 重要で ある。 だが かの 文筆家は この 二つを 完全に 対立 させて しまい、 民主政治の 「情感 政治」 
ではなぐ 煽動 家 や 野心家の 「情感 政治」 には まり 込み、 「ミイラ 取りが ミイラになる」 という 落とし穴に はまっ 
ている ので ある。 蒋介石と 毛 沢 東は いずれも 反 弾圧 • 反 専制の 立場から 運動を 開始した が、 最後には その 罠には 
まって しまった ことを 教訓と すべきで ある。 


「理性な ど クソの 役に も 立たない」 論 も 反論に 耐えうる ものでは ない。 たとえ 軽率に 目標を 設定した としても、 


そのための 手段を 考えた 時に 「道具 的 合理性」 は 必要ない とで もい うのだろう か。 ドイツの ナチ ス でさえ この 道 
理を 理解して いた。 それゆえに ナチ ス は、 自らの 反 ユダヤ 主義 的 感情に まかせて 目的を 選択した の だが、 ホ ロコ 
ー ストを 実施す る 段階に なると、 大工 業の 理性 （合理性） に 従って、 毒ガス 室と 収容所を 緻密に 計画した ので あ 
る。 


ばかげた ことに、 ヒトラーは 「理性な ど クソの 役に も 立たない」 という 感情に 多く 支配され、 道具 的 合理性の 思 
考は 脆弱であった ことから、 軍事 専門家の 見解を 何度も 否定し 攻勢 一本槍の 作戦に 固執した。 対ソ 戦争では 前 
線 指揮官からの 即時 撤退 要請を かたく なに 拒否し、 結局 敗北 した。 理性は やはり 重ん じなければ ならない の だ。 

革命って ナン だ 


9 7 世代の なかで、 ここ 数年 流行して いる セリフが ある。 ひとつは 「プロ テスターは 警察に 対抗 するとき に 等価 
武力を 用いる」。 これは やや 自分たち 自身を 欺く 内容で ある。 プロ テスターが 警察と 同じような 装備が できる と 
でも？ 解放 軍との 装備に ついては 比べる まで もない。 このような ミス リー ドが その後に 非合法に 火器を 購入し 
たり 爆弾を 製造 するとい うこと につな がって いる。 真の 民主 革命は そもそも このような ものでは ない。 民主 革命 
は 確かに 実力で 専制を 打倒す るた めの 準備が 必要で あるが、 武装の ための 武器 入手が 主要では なく、 政治 活動 か 
ら 始める こと、 多数を 獲得す る こと —— 武装す るた めの 大衆 も 含まれる —— から 着手し なければ ならない。 民主 
革命の 特徴は まさ に 人民の 民主的 勢力 という 点に あり、 支配者を 分裂 させる に 足る 武装 勢力 にまで 発展 させる こ 
とで ある。 逆に、 長期の 軍事 闘争に もっぱら 従事す る ことは、 住々 にして 民主的 成果を もたらす ことを 困難に す 
る。 なぜなら それは 厳格な 軍事的 規律と 服従が 要求され るからで あり、 民主的 習慣を 運動 内部で 育む ことを 困難 
にさせる からで ある。 

二つ目の 流行り言葉は 「限界 （抑制） なき 武力 抵抗」 こそ 勇武の 証し だとい う 言葉で ある。 だが これ もまた 誤り 
である。 「限界な き」？ では 人間と しての 最低限 度の モラル もない のか。 「己の 欲せざる 所は 人に 施す こと 勿れ」 
という 限界は ない のか？ 武器を 持たない ものは 傷つけな いという 限界は ない のか？ 民主と 平等と いう 基準 
の 限界 もない のか？ 


反 送 中 運動には 多くの 有能な 活動家が おり、 実際には 政治 （宣伝） 闘争に ついても よく 理解して いる。 人目を 惹 
くような フライヤ ー や 漫画な どが 作られ、 （香港） 傀儡政府の 醜態 や 警察の 暴力を 暴露し、 黄色 派の 信念と 闘争の 
意志を 固めて きたから だ。 宣伝を 通じた 政治 闘争、 道義 （モラル） の 拡張、 悪政の 暴露 だけでは 物足りな いこと 
は 確かで ある。 社会運動 も 力の 抵抗で あり、 街頭の 抵抗 も 警察と 反動的 組織から 公共 空間と 権力 を 奪い返す たた 
かいで ある。 だが、 民主政治には 抵抗 精神の 堅持 だけでなく、 理性と 平等、 仁愛 も 忘れて はいけ ない。 そうで あ 
るから こそ、 暴力には 細心の 注意を 払い、 乱用して はならない ので ある。 少なくとも、 初心を 忘れる ことなく、 
目標を 達成した ら 暴力の 行使は やめなければ ならない。 これは われわれが 警察に 対 して 常に 言って きた こ とでは 
ないだ ろうか （抵抗を 止めた プロ テスターの 身体を 拘束した 後 も 報復 的 暴力を 振る う 機動隊を 批判して きた： 訳 
注)。 民主 派で あれば 一層の こと、 武装して いない 人間に 対して 暴力を 加えて はならない。 去年 1 1 月に、 政府 支 
持 者に 対して 可燃 薬品を かけて 火を つける という 事件が 発生した が、 これは 言うまでもなく 暴力の 乱用に あたる。 
事件の 直前に プロ テスターとの あいだで 争いは あった が、 火は もめごとが 収まった 後でつ けられた からだ。 もし 
プロ テスター に対する 攻撃を やめさせ るので あれば、 他に も 様々 な 限定的な 暴力 手段は あった はずで、 死亡す る 
可能性の ある 放火と いう 大 それた 方法を とる 必要は 全くなかった。 注意す べきは、 この 事件の あとに 行われた イ 
ン ター ネットでの アンケートでは 「やりすぎ だとは 思わない」 と 回答した 人が 50 ⑻ 人だった のに 対して、 「やり 
すぎ だ」 と 答えた 人は 300 人 だけだった という ことで ある。 民主 派の KOL  (Key  Opinion  Leader) のなかには、 


心中では このような 暴力に 賛成して いないが、 表立って 批判し ない 人間 もい る。 わたしは このような 暴力は、 や 
りすぎ にも 程が あると 考えて いる。 巨大な 抵抗運動に おいては、 ときに 火の手の 上がる ことは 避けられない。 だ 
からといって その 行為を 合理化す る ことには ならない。 合理化す る 人間が 確かにい るのは 不幸な ことで ある。 

民意と 理性 


過度な 暴力を 抑制す る こと、 それ 自体は 一種の 善意の 行動と いえる が、 その 内在的 価値 以外に も 政治的 価値を 持 
ってい る。 それは、 こうす る ことによって はじめて 長期的に 多数の 支持を 得て、 新しい 社会を 建設す る ことが で 
きる という 価値で ある。 わたしは ここで 「長期」 という ことを 強調したい。 なぜなら 大衆の 一次 的な 義憤は 誤っ 
た 判断を 招く こと も あるから だ。 どうりで、 火つ け 事件を 「やりすぎ だとは 思わない」 回答が、 「やりすぎ だと 思 
う」 という 回答を 大きく 上回った はず だ。 だが 人々 が 冷静に なれば、 また 違った 考え もで てく る。 民主 派の 役割 
は 民意の 無批判の 追従 者と なること ではなぐ 民主主義の 原則を 堅持しながら、 正当で 歴史の テス トに 合格した 
意志と 精神の 力を 鍛え上げる ために 民意を サポート する ことで ある。 ゆえに、 われわれは 人間性の 中に おける 義 
憤の 情感を 大切に する し、 理性 もまた 尊重す るので ある。 「理性なん てクソ くらえ」 論は 民主 派の 立場では ない。 

もう 一点、 根本的な 力関係の 観点から いえば、 一都 市に おける 革命が、 広大な 地域を 支配す る 専制 国家に おいて、 
いかにして 成功す る ことができる のかと いう 問題で ある。 この 問題を 考える 上で 理性的な 議論が 必要では ないだ 
ろうか。 まさか 「人が 大胆に なれば、 それだけ 生産 量 も あがる」 （中国の 大 躍進 時代の スローガン： 訳注） という 
唯心論が 成り 立つ で も おもって いるの だろう か。 

これと 似た ような 原則の 間違い や 過剰な 行為が、 反 送 中 運動の なかで 不必要な 犠牲を 招き、 支援者の 一部の 求心 
力と 自信に ダメージを 与えた。 もし これらの 誤りを 容認す るので あれば、 次の ような 総括が 必要だろう。 （一） 9 
7 世代に は 経験が なか ったこと、 そし て 上の 世代が 何 も 伝えて こなかった ことが 彼らを 暗中模索に 追い やった、 
(二） 今後の 発展から すれば、 これは 9  7 世代が 政治 化する 最初の 段階で あり、 この 経験から 真剣に 教訓を くみ 
取り、 将来 さらに 巧みに 立ち回らなければ ならない。 

雨维 運動と 反 送 中 運動に 参加した 香港 人は、 直覚に おいても 自分たち の 不足を 感じ取って いる。 それは、 この 数 
年 インター ネッ トで 流行って いる 「港 豬」 （ノンポリ）、 「小 學鷄」 （厨房 = 幼稚)、 「圍爐 取暖」 （お 友達 グループ)、 
「同溫 層」 （フィルター •バブル = 自分の 見たい 情報 だけを 受け取る）、 「當人 係 condom」 （使い捨て） などい く 
つもの スラングに も 反映され ている。 しか し 問題を 溁 く 考えよう とする 見解は いまだ 多く ない。 香港の 陥落が せ 
まるい ま、 金の 卵を 産む ガ チョ ウ のままで いつ づける こ とはで きな く なった。 だが 人間と して 正々 堂々 と 立ち上 
がろうと する ので あれば、 そのための 準備は 極めて 不十分で ある。 時代が 香港 人を 呼んで いる。 抵抗運動の 高潮 
は 一時的に 終わりを 迎えた が、 香港 啓蒙運動を 発動す る 時が いまや 始まった ので ある。 


※訳者 注： 最後の 「香港 啓蒙運動」 は フランス 革命に 先んじた 「啓蒙 主義 運動」 を 含意して いると 思われる。 次 
の 革命 情勢 （中国を 含む） を 意識して、 ラディカルな 総括 •理論 •分析を 訴えて いるの だろう。 


